
丸の内病院緩和ケア研修カリキュラムの概要 

目標と特徴： 

・緩和ケア病棟では指導医の下で多職種のチームとともに患者への緩和治療の実践を通じ、医療技術 

と判断力を習得する。 

・緩和ケア外来では患者及び家族の緩和医療への要望を理解し、治療方針を立案できる能力を習得す 

る。在宅緩和や緩和ケア病棟との連携の中から患者・家族にとって最適なケアの方法を提示できる能 

力を身につける。 

 ・本研修の特徴は丸の内病院では緩和ケア病棟の研修、信州大学付属病院では緩和ケアチームの研修 

が同時に受けることができ、幅広い研修経験を積むことができる点です。しかも、2 人の指導医の基 

で実地修練と学問的探求とが平行して経験できることも他にない特徴と言えます。 

 研修中に身につけるべき基本的技術： 

 ・信州大学とともに下記の日本緩和医療学会で作成された専門医研修カリキュラムに沿って基本的技

術を習得します 

 ・信州大学緩和ケア部門の間宮教授の指導のもとで緩和ケアに関連した論文を 1 編以上作成します ・ 

  

参考資料：日本緩和医療学会緩和医療専門医研修カリキュラム 2017 年版 

      https://www.jspm.ne.jp/nintei/senmon/curriculum.pdf 

 

 臨床研修例 

  緩和ケア病棟と緩和ケアチームを平行して研修する 

 研修内容 

1 年目 緩和ケア病棟･外来（丸の内病院）＋緩和ケアチーム（信州大学） 

2 年目 緩和ケア病棟･外来＋緩和ケアチーム 在宅緩和ケア 

    

 

 研修責任者より一言： 

   当院の緩和ケア病棟は 2020 年の 3 月に開設されました。歴史はありませんが、⾧野県のこれから

の緩和ケアを担う医師を、信州大学の間宮教授と共に育てていきたいと考えております。 

                       （丸の内病院緩和ケア病棟専任医師 栗崎功己） 


